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はじめに

現在, 我々 の知つてぃる昆虫達はいつから日本列島に生息していたのだろうか? ブタクサハムシ
などの帰化昆虫を除けば, この疑問に答えるのは非常に困難である. なぜならば, 過去における生
存の証拠となる記録を十分に追跡できないからである. ブタクサハムシの進入した時期が推定でき
るのは文献や標本の記録があるからで, これらの記録のない時代からいた昆虫では化石の記録を追
跡する必要がある. 一方, 化石記録の追跡という直接的なアプローチに対して, 間接的なアプロー
チがある. 生物地理学的な手法である. 現生種の分布と系統を地史学的に解釈する方法である. 新
生代第三紀中新世の前半まで大陸の一部であった古日本 (列島) は,  日本海の発生により 「島国」
となった. この時代以降, 陸塊の形成や凡世界的な海水準変動による大陸との接続・ 断続を経なが
ら現在の日本列島が形成されてゆく . その過程の地史イベントを分布の分断事象として解釈し, そ
の年代を分化のスタートとするのである.
本論文では化石を用いる古生物学的アプローチについて扱う . なぜならば, 筆者の研究材料が昆
虫化石そのものだからである. 主な研究対象は甲虫類である. 筆者は1992年ごろから第四紀の昆虫
化石の研究に取り組んできたが, だんだんと興味が古い時代に移ってきた. 文頭の疑問を解明する
には第三紀の化石も調べる必要が出てきたからである.  しかしながら, 化石産地や研究者が限られ
ている現在, なかなか研究は進んでぃなぃ. ここでは, これまでに何が判つてぃて, 何が判つてぃ
なぃのか, について紹介する. 今後の研究の参考になれば幸いである.
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化石とは何か

化石というのは一般に岩石の中から出てくるものと信じられている.  しかし, 化石とは 「地質時
代の生物の遺骸やその痕跡が (地層中などに) 残されたもの」 であり, 必ずしも “石” であるとは

限らない. 実際, 第四紀の昆虫化石は未固結な堆積物から産出する. 特に泥炭層や亜炭層からは甲
虫類の体節が多産することが多い. 一方, 後期中新世の化石産地の多くは, 泥や火山灰質泥からな
るシルト岩の地層である. これらの地層はたぃてぃ平行な縞模様 (葉理) が発達し, 葉化石の多産
地でもある. 産出する分類群は多岐にわたり, 特に双翅目や膜翅目が目立つ. 一個体分が残されて
いる場合や, 翅脈のみが残されている場合がある.

化石からわかること
化石は過去における生物の形態と分布を示す証拠である. 分布は化石の産出地点から推定できる.
年代は, 産出した地層から決定 (推定) するが, そう簡単に決められるものではない ( ここでは,
指摘だけにとどめておく ) . ここで議論したいのは, 形態である. すでに述べた通り, 現生標本と比
べれば, 化石標本に残された形質は極めて不完全である. 上翅など部分のみが残つてぃる場合や全
体が炭化している場合, 型のみが残つてぃる場合など様々 である (逆にほぼ完全に残る場合として,
アスファルト中やコハク中の化石がある) . また, 形態以外の形質 (DNAや生態) を検討できる場
合は極めて希なケースである. 従って, 化石種とよばれているものは, ほとんどが形態学的な概念
に基づいている. 化石の同定というのは, 既知のタクサと形態を比較の上, 当てはめる作業であり,
科や属レベルで止まることも多い.

化石の記録

現在のところ, 日本で現生種の化石記録が通れるのは第三紀末 (鮮新世) までである. 筆者の当面
の目標は, これまでの化石記録を再検討し, 新たな記録を追加することにより, 後期中新世以降 (過
去1000万年間) の昆虫相の変遷を解明することである. まずは, これまでにどのような化石が報告さ
れてきたのか紹介する. なお, 絶滅種 (化石種) や日本産の現生種と一致しない種に * 印を付す.
1 . 後期中新世 (約1100~530万年前の期間)
鳥取県辰已峠, 辰已峠 ( 人形峠) 層 (約800~600万年前) .  日本を代表する後期中新世の化石産
地. 記録された昆虫化石は56タクサに達するが (円尾, 1992) , 種レベルの同定例は僅かである. 産
出種 : イナバムカシアブラゼミ*, エゾゼミ近縁種*, ハルゼミ近緑種*,  タツミトゥゲオサムシ*
(オオオサムシ亜属) など (HIURA, 1971; KINUGAsA and MIYATAKE, l976,1979; FUJIYAMA,1982)
その他の化石は科~ 属レベルまでの同定である.
長野・ 群馬県境兜岩, 本宿層 (約900 ~ 700万年前) . 古くから知られている産地である. 輿水

(l982) によって10目28科l3属が報告されたが, 種レベルの同定はない. 産出種 : ルリボシヤンマ属,
ギンヤンマ属, オオシロアリ科, アオクサカメムシ属, ムラサキカメムシ属, べニモンカメムシ属,
クヌギカメムシ属,  クロコエダキノコバエ属 ? ,  トゲナシケバエ属, ナガエンマムシ属? , カメノ

コテントゥ属など.
秋田県宮田, 宮田層. 後期中新世~鮮新世初頭とされる. 絶滅種のシロアリ類が報告されてい
る : Ulmerie11auemura1 * (FUJIYAMA, l983).
岩手県雫石, 舛沢層. 後期中新世、鮮新世初頭とされる. 絶滅種のシロアリ類が報告されてい
る : Ulmerie11a shizukuishiensis * Hodotemopsis iwatensis * (FUJIYAMA,1983).
山形県天童市, 山口層 (約700~600万年前). 産出種: Hodotemopsis aft. H. iwatensis * (シロ
アリ類),  ミツバチ属など (長澤・ 山野井, 1990; 林・ 長澤, 2000).
山形県川西町, 高峰層 (約600万年前). 産出種: タカミネミズクサハムシ* (HAYAsHI, 2001).

2. 前期鮮新世 (約530~ 340万年前の期間)
確実に前期鮮新世とされた産地ではないが, 以下の注目すべき化石記録がある.
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鳥取県気高町, 宝木亜炭層 ( 後期中新世~ 鮮新世 : 約600~200万年前のいずれかの時代) . 産出
種: カタビロオサムシ亜族*, カツラネクイハムシ, ツヤネクイハムシ? , アキミズクサハムシ,  ミ
ズクサハムシ属*など (野尻湖昆虫グループ・ 赤木, 1986) .
3. 後期鮮新世 (約340~175万年前の期間)
佐賀県鎮西町, 鎮西層 (約300万年前). 産出種: Donacia cf. versicotorea * (初宿, 1998).
兵庫県海上の照来層 (約280万年前) . 有名な化石産地の一つだが, 種レベルで同定された化石は
少ない. 産出種: アブラゼミ属, ツクツクボウシ属など (FUJIYAMA, 1982).
山形県川西町, 手ノ子層 (約260万年前). 産出種 : ブシミズクサハムシ* (HAYAsHI, 2001).
埼玉県飯能市, 飯能礫層 (約200万年前) . 産出種 : オオミズクサハムシ, フトネクイハムシ近似
種 (HAYASHI, 1999) .
鹿児島県東郷町, 東郷層. “鮮新世中一 後期または更新世前期” とされ, 2種の絶滅種のケバエ科
が記載されている : Penthetria togoensis *, Plecia intima * (FUJIYAMAandIwA0, l974).
4. 前期更新世 (約175 ~73万年前の期間)
三重県多度町, 大泉層 (約175万年前). 鮮新・ 更新世境界層準. 産出種 : マー クオサムシ, クロ
ヒメゲンゴロウ近似種,  ヒメセマルガムシ, オオヒラタシデムシ近似種*, ヒラシマミズクサハムシ
近似種*, オオミズクサハムシ (森, 1996 ; 多度団体研究グループ, l998).
埼玉県入間市・ 狭山市, 仏子層. 最下部層 (約160-l50万年前) と最上部層 (約100万年前) から
化石が産出. 産出種 : カタビロオサムシ亜族*, アオカタビロオサムシ? , オオオサムシ亜属, ツノ

コガネ, マルエンマコガネ, オオミズクサハムシ, ブシミズクサハムシ*, フトネクイハムシ近似種,
コウホネネクイハムシ近似種*など (林, 1996 ; HAYAsHI, 1999) .
新潟県束頚城・ 魚沼丘陵, 魚沼層. 鮮新世末一 中期更新世初頭の期間に堆積. 多数の層準から昆
虫化石が産出. 産出種 : アオカタビロオサムシ近似種, オオハンミョウモドキ近似種, キンナガゴ
ミムシ近似種, クマガイクロアオゴミムシ, ホソヒラタシデムシ, エゾコガムシ, オオミズクサハ
ムシ, ウオヌマミズクサハムシ*, キンイロネクイハムシ, フトネクイハムシ近似種, ウオヌマヒラ
タネクイハムシ*, ホソネクイハムシ, Donacia versico1orea近似種*, コウホネネクイハムシ, イ

ネネクイハムシ近似種など (HAYAsHI, l998, l999,2000,2001) .
長野県北御牧村・ 束部町, 上部大杭層 (約130万年前). 産出種 : マー クオサムシ, セスジアカガ

ネオサムシ, キンナガゴミムシ近似種, クマガイクロアオゴミムシ, クロマメゲンゴロウ? , マメ
ゲンゴロウ? , クロヒメゲンゴロウ近似種, オオヒメゲンゴロウ, シャー プゲンゴロウモドキ近似
種, ヒメセマルガムシ? , エゾコガムシ, オオミズクサハムシなど (HAYAsHI, 1998) .
5. 中期更新世 (約73~12.8万年前の期間)
群馬県榛名山周辺, 野殿層, 上部中之条湖成層とその相当層 (約50~30万年前). 産出種 : オオ
ハンミョウモドキ? , オオヒメゲンゴロウ, オオミズクサハムシ, キヌツヤミズクサハムシ,  ヒラ
タネクイハムシ, キンイロネクイハムシ, Donacia versico1orea近似種*など (HAYAsHI, l999) .
栃木県, 塩原湖成層 (詳しい年代は不明) . 最も有名な化石産地の1つ. 産出種 : チョウセンオオ
カメムシ, キンクロミドリカメムシ? , コエゾゼミ, エゾハルゼミ,  ミヤマカラスアゲハ, ゴマダ
ラチョウ (HIURA, l966; FUJIYAMA,1968, l969,1983).
神奈川県横浜市, 舞岡層 (約20万年前) . 産出種: ホソアカガネオサムシ, オオミズクサハムシ

(横浜サブ団研グループ, 1987) .
鹿児島県吉田町, 吉田植物化石層 (詳しい年代は不明). 産出種 : アブラゼミ近似種 (FUJIYAMA,

l979) .
新潟県田上町, 陣ヶ峯層 (詳しい年代は不明). 産出種: ケブカシバンムシ,  ヒメダイコクコガネ

(粉川, 1955).
熊本県益城町, 津森層 (詳しい年代は不明). 産出種: オオクロクシコメツキなど (林ほか, 2001)

6. 後期更新世 (約12.8 ~ 1 万年前の期間)
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新潟県柏崎市, 安田層 (約10万年前) . 産出種 : オオゴキブリ, イネノクロカメムシ, アオオサム
シ ナガヒョウタンゴミムシ, オオゴミムシ, キンナガゴミムシ, オオキベリアオゴミムシ,  コキ
ベリァオゴミムシ,  クロゲンゴロウ? , ゲンゴロウ,  ヒメセマルガムシ, キペリヒラタガムシ,  ガ
ムシ,  ヒメガムシ, オオヒラタシデムシ,  ヒメダイコクコガネ,  ヒラタアオコガネ, アオカナブン,
イネネクイハムシ,  コウホネネクイハムシ, ホソネクイハムシ, アオバネサルハムシ,  ヨモギハム
シなど (柏崎ナウマンゾウ研究会昆虫班, l989) .
長野県辰野町, 小野泥炭層 (7~6万年前). 産出種 : マメゲンゴロウ, キヌゲマルトゲムシ, キヌ
ツヤミズクサハムシ (林, l998).
新潟県朝日村ガラハギ遺跡, 段丘堆積層 (約4~3万年前). 産出種 : オオハンミョウモドキ, アオ
ゴミムシ? ,  ヒメセマルガムシ, オオセンチコガネ,  ヒラタネクイハムシ,  オオミズクサハムシな
ど (林・ 宮武, 1996).
岩手県湯田町, 大渡n遺跡第3~1泥炭層 (約2.5~1.2万年前). 産出種 : オオハンミョウモドキ,
クロヒメゲンゴロウ, マメガムシ,  アサヒナコマルガムシ,  ヒメセマルガムシ, キヌツヤミズクサ
ハムシ,  ドロハマキチョッキリ, チビマツアナアキゾウムシ, クロコブゾウムシ (森, 1995).
新潟県朝日村樽口遺跡, 段丘堆積層 (約2.5~2.4万年前) . 産出種 : ホソアカガネォサムシ, キン
イロオオゴミムシ, ホソクロマメゲンゴロウ, ホソヒラタシデムシ, キヌツヤミズクサハムシなど
(林・ 宮武, l996).
宮城県仙台市, 富沢遺跡27~25層 (約2.4~1.9万年前). 産出種 : セマルガムシ,  クロヒメゲンゴ
ロウ,  オオミズクサハムシ,  シラハタミズクサハムシ, ルリバネナガハムシ,  ウスチャコガネ, ス
ジコガネ, キンスジコガネ (森, l994).
岐阜県宮川村, 宮ノ前遺跡 (約1.4~1.2万年前) . 産出種 : オオクロナガゴミムシ,  カナフン, ア
ラメヒゲブトゴミムシダマシ,  クロカミキリ, キムネァオハムシ (森ほか, 1997).
埼玉県玉川村, 田黒泥炭層 (詳しい年代は不明). 産出種 : オオハンミョウモドキ,  クロズマメゲン
ゴロウ,  ヒラタネクイハムシ, キヌツヤミズクサハムシ, オオミズクサハムシなど (揄井・ 林, 1998).
群馬県前橋市, 前橋泥炭層 (約1.4~1.3万年前) . 産出種 : クロマメゲンゴロウ? ,  ヨツボシクロ
ヒメゲンゴロウ, キヌツヤミズクサハムシ? , オオミズクサハムシ (林, 1996) .
群馬県高崎市, 前橋泥炭層 (約2.4~ 1.3万年前) . 産出種 : クロマメゲンゴロウ? , マメゲンゴロ
ウ クロヒメゲンゴロウ,  ヒメセマルガムシ, エゾコガムシ,  オオミズクサハムシ,  ヒラタネクイ
ハムシ, ハツカハムシなど (林, 1997).
長野県信濃町, 琵琶島沖泥炭層 (7万年前), 貫ノ木層 (6万年前), 野尻湖 (5~1万年前). アオ
カタビロオサムシ,  クロオサムシ, アカガネオサムシ, ホソアカガネオサムシ, マイマイカプリ,
オオハンミョウモドキ, ハラアカモリヒラタゴミムシ,  コホソナガゴミムシ,  コガシラナガゴミム
シ, キンナガゴミムシ,  オオクロナガゴミムシ,  クマガイクロアオゴミムシ, オオアトボシアオゴ
ミムシ, アオゴミムシ,  クロマメゲンゴロウ, モンキマメゲンゴロウ, オオヒメゲンゴロウ,  クロ
ゲンゴロウ, エゾゲンゴロウモドキ,  シャープゲンゴロウモドキ, アサヒナコマルガムシ, ケシガ
ムシ ヒメセマルガムシ セマルガムシ コガムシ エゾコガムシ ガムシ ヒ メ ガムシ オオミ

ズスマシ,  コツヤェンマムシ,  クロエンマムシ,  コエンマムシ,  クビグロモンシデムシ,  ビロウド
ヒラタシデムシ,  クロヒラタシデムシ, ホソヒラタシデムシ,  アオバアリガタハネカクシ,  シリア
カデオキノコムシ, アカアシクワガタ,  コルリクワガタ,  オオセンチコガネ, セマルオオマグソコ
ガネ, ヌバタママグソコガネ,  イガクロツヤマグソコガネ,  コマグソコガネ,  オオマグソコガネ,
オオッヤマグソコガネ,  フチケマグソコガネ,  クロツブマグソコガネ, マエカドコエンマコガネ,
ニツコウコエンマコガネ,  ミヤマダイコクコガネ,  ドウガネブイブイ, サクラコガネ,  アオハナム
グリ , スジコガネ,  アオカナブン,  キヌゲマルトゲムシ,  コガネコメツキ,  ゴマダラコクヌスト,
ナミテントゥ,  ヒラタネクイハムシ, キンイロネクイハムシ, アシボソネクイハムシ,  コウホネネ
クイハムシ.  ガガブタネクイハムシ. オオミズクサハムシ. キヌツヤミズクサハムシ. イモサルハ
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ルリハムシ,  ヨモギハムシ,  クルミハムシ,  ミヤマヒラタハムシ,  トガリシ
ドロハマキチョッキリ, べ=ホシハマキチョッキリ ,  イタヤハマキチョツキ
タマゴゾウムシ. スゲノハラジロヒメゾウムシ (野尻湖昆虫グループ, 1980

議 論

これまでに記録された昆虫化石のまとめから, 時代が新しくなるほど記録される種が多くなるこ
とに気づく. これは, 少なくとも甲虫の化石に関しては, 時代が新しい方が地層が未固結で化石の
保存も良く, また発掘も容易なためであろう.  しかし, 甲虫以外の昆虫では, 翅脈や軟体部の化石
は地層そのものが固結していないと発見されにくい (仮に発見できても地層・ 化石共に軟弱で保存
が難しぃだろう) . このため, 更新世のシルト (岩) から双翅目や膜翅目の成虫の体化石が発見され
る例は希で, 栃木県塩原の化石産地 ( 中期更新世) は例外的である.
現生種の記録はすでに述べたとおり, 時代のほぼ確実な地層の記録を辿ると後期鮮新世までしか
通ることができない.  しかし, この事は現生種の起源がこの時期であることを示しているとは限ら
ない. なぜならば, 確実な前期鮮新世の化石産地は十分に検討されたことがほとんどないからであ
る. これより古い後期中新世の化石はどうだろうか. 数は少ないものの種レベルで検討された化石
はいずれも現在の日本に分布する種とは形態が一致ぜず, 現生種ではなぃとされてぃる (例えば,
辰已峠のセミ化石) .  しかしながら, この事も後期中新世に現生種が存在しなかったことの直接的な
証拠とはならない. なぜならば, この時期の昆虫化石の多くは属レベルでの同定が大多数で, 現生
種なのか絶滅種なのか判断できないことが多いからである.
次に絶滅種について述べる. 「第四紀の昆虫の大多数は現生種である」 という欧米での第四紀昆虫
学の常識 (例えば, COOp,1970, l979 ; ELIAs,1994) は, 日本の第四紀後半以降の昆虫相について
も当てはまる. 野尻湖の最終氷期の遺跡群の研究 (野尻湖昆虫グループ, l980~2000) がその代表
例である. ところが, ネクイハムシ化石の研究から更新世の前半には複数の絶滅種が存在することが
明らかになってきた. 埼玉県の仏子層から産出するブシミズクサハムシや新潟県の魚沼層から産出す
るウオヌマヒラタネクイハムシなどの種群がその例で, 近縁種が旧北区や新北区に現存していること
が多い. また, 現在の本土には分布してぃなぃオオシロアリ科やムカシシロアリ科の化石が鮮新世よ
り古い地層から産出している. 大まかに見て, 時代が古くなるほど絶滅種が增加する傾向が見られる.
しかし, すでに述べたとおり, 現生種・ 絶減種の判断のっかなぃ化石が多く, その割合がどの程度な
のかは明らかでない. ところで, 現生種の記録の中には, 地域的に絶滅をした種が存在する. 例えば,
現在, 北海道以北に分布しているクロヒメゲンゴロウやョツボシクロヒメゲンゴロウの化石が本州の
最終氷期の地層から発見されている (森, 1996 ; 林, 1996など). これらの種は氷期の寒冷化に伴っ
て南下し, 氷期の終焉に伴う温暖化により本州から絶滅したと推定される.
まとめと課題

これまでに日本で記録された昆虫化石の検討から, 現生種の確実な化石記録は後期鮮新世までであ
ることが確認された. しかし, 後期中新世~前期鮮新世の昆虫化石の検討は不十分であり, 現生種が
どの時代まで通るかは不明である. また, 鮮新世末~前期更新世には絶滅種が現生種と共存していた.
今後の課題は, 後期中新世~ 前期鮮新世の昆虫化石を種レベルで同定し, その記録を蓄積し, こ
の時代の種構成を明らかにしたい.

<文 献> (野尻湖昆虫グループ, l988のリストに掲載の文献は省略)
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略歴 新潟大学大学院自然科学研究科

博士後期課程終了 (2000年3 月) . 現
在, 三田市教育委員会社会教育果三田
市立有馬富士自然学習センター準備
室.
興味対象 日本産ネクイハムシ亜科の
系統と生物地理, 新生代後期の甲虫化
石, 水生・ 湿地性甲虫全般. 理学博士.
他の趣味など 海釣り.

徳島県吉野川河口地域における 甲虫調査
河上康子

〒569-0826 高観市寿町2 丁日30-9

筆者はl999年4 月から2000年7 月 までの合計9 日間, 徳島県徳島市吉野川の河口汽水域と河口部, 及
び河口右岸に続く沖ノ州海岸の甲虫調査を共同で行う機会を得た. ここではその記録を報告する・
報告に先立ち, 同定の労を頂いた伊藤昇氏 ( ゴミムシ科) , 伊藤建夫氏 (ハネカクシ科) , 岸井尚
博士 ( コメツキムシ科) , 生川展行氏 ( ヒラタムシ上科) , 沢田佳久博士 ( ゾウムシ科) に深謝申し
あげる. また, 今回の調査にご協力を頂いた徳島市の賀好光男氏, 大阪市立自然史博物館の初宿成
彦氏 (昆虫研究室) と和田岳氏 (動物研究室) , 文献入手にご援助を頂いた徳島県立博物館の田辺
力氏に心より感謝申しあげる.
吉野川は徳島市の東部海岸, 紀伊水道に注ぎ, 河口から約8 km溯つた第十堰から下流部には汽水
の河口干潟が発達し, 特に河口付近にはョシ類の群落が繁茂する大規模な干潟が形成され, ペント
ス類やシギ・ チドリ類が豊富に観察される (和田他, 1996). また河口部及び河口右岸に続く沖ノ州
海岸には後背に海浜植物を伴う砂浜が形成され, ここは古くから全国でも稀少なルイスハンミョウ
Cicindela lewtsi BATESの多産地 (河野, 1965; 吉田・ 黒田, l996) として知られている (巣瀬他,
lggg). その他, エリザハンミョウCicindela etisae MoTSCHULSKY (吉田・ 黒田, l996), ホソチビ
ゴミムシperjleptus Japonicus BATES, アトスジチビゴミムシTrechobtemus postilenatuS BATES
(河野,1979) , ホソサビキコリAgrypnusfuliginosus (CANDEzE)  (黒田, 2000), スナサビキコリ
Meristhus niponensis LEWIS, シラケチビミズギワコメツキZorochros albipilis (CANDEZE) (大平,
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1985; 黒田, 1995) , クロズハマベゴミムシダマシEplphaleria atriceps LEWIS(山崎, l984)の記録
がこれまで公表されている.
今回調査を行った4地点を図1 に示す. 調査方法は河口干潟と砂浜上, 打ち上げられたごみや生物

(魚類, カメ類等) の死体下, 枯れて泥質化したョシ類の下, 及び石おこしからのルッキング, 海浜植
物の根際の砂のシフティングにより行った. 一部地点では糖蜜べイト トラップを用いた. 略号として,
採集者は賀好光男 ; MK, 河上康子 ; YK, 初宿成彦 ; SS, 和田岳 ; TW, 糖蜜べイトトラップは[BT]
を用いた. 同定者の記録のあるもの以外は, 筆者が図鑑・ 文献・ 比較標本を用いて同定を行った.
結果として得られた資料は16科90種427個体となり, 今回の調査においても多数のルイスハンミ
ョウが確認された.  また河口付近の潮干帯に特異的に棲息するキバナガミズギワゴミムシ

Armatoci11enus yokohamae (BATES) も, 第十堰から河口までの広範囲な汽水域で確認された. 本種
は徳島県からの初記録と思われる.
なお, 資料は特に所蔵を記したものを除き, すべて大阪市立自然史博物館に収蔵されている.

2
ルイ スハン ミ ョ ウ

ハンミ ョウ科CICINDELIDAE
ルイスハンミ ョウ Cicindela lewisi BATES
吉野川河口付近右岸 (1 ex.,2. V. l999, TW;3 exs., ditto, YK;1 ex.,4. V 2000, YK)
徳島市沖ノ州海岸 (20 exs.,21 . VII 2000, MK)

オサムシ科 CARABIDAE
クロヒメヒョウタンゴミムシCtivma lewisi ANDREWES
吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX.1999, YK)
クリイロコミズギワゴミムシTachysfumicata (MOTSCHULSKY)
吉野川第十;堰一 名田橋左岸(1 ex.,3. V. l999, YK, det. N. ITO)
ウスモンコミズギワゴミムシTachysfuscicauda (BATES)
吉野川第十:l區一 名田橋左岸(3 exs.,6. IV. l999, TW; lex.,3. V.1999, YK, det. N. ITO)
吉野川河口付近右岸(1 ex.,5. IV.1999, YK, det. N. ITO;2 exs.,2. V.1999, YK;8 exs.,6. VII i999, YK;
2 exs., ditto, det. N. ITO; 4 exs., 26. IX. 1999, YK, det. N. ITO)
ヨツモンコミズギワゴミムシTachys laelifica (BATES)
吉野川第十堰一 名田橋左岸(2 exs.,6. IV.1999, TW;1 ex.,3. V. l999, YK)
吉野川大橋下中州 (1 ex.,5-6. rv.1999, SS, [BT])
吉野川河口付近右岸(lex.,5. IV.1999, SS;5 exs.,6. VII i999, YK;1 ex.,4 V 2000, YK;7 exs.,26. IX.
1999, YK)
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T,achys recurvlcoliis ANDREWES
吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX.1999, YK, dot. N. ITO)

Tachyspa11escens BATES
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK, det. N. ITO)

Tachys umbrosa MOTSCHULSKY
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. vII i999, YK, det. N. ITO;3 exs.,26. IX.1999,YK, det. N. ITO)
キバナガミズギワゴミムシArmatoci11enusyokohamae (BATES)
吉野川第十堰一 名田橋左岸(3 exs.,6. IV.1999, TW;5 exs.,3. V.1999, TW;18 exs., ditto, YK;2 (i'、, l ♀,
ditto, det. N. ITO et col l )
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK; l ex., ditto, det. N. TO;3 exs.,26. IX.1999, YK)
アトモンミズギワゴミムシBembidion ni1oticum batesi PUTZEYS
吉野川河口付近右岸 (1 ex.,26 . IX.1999, YK, dot. N. ITO)
ヨツボシミズギワゴミムシBembidion morawitzi CSIKI
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK, det. N. ITO)
オオゴミムシLesticus magnus (MOTSCHULSKY)
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK, det. N. ITO)
キンナガゴミムシPterostichuspla,uco11is  (MOTSCHULSKY)
吉野川第十堰一 名田橋左岸(1 ex.,6. IV.1999, SS)
吉野川河口付近右岸(2 exs.,6. VII i999, YK)
アシミゾナガゴミムシPterostichus sulcitarsis MORAW「「Z
吉野川第十堰一名田橋左岸(2 exs.,3. V.1999, TW)
吉野川河口付近右岸 (2 exs., 26. IX. 1999, YK)
トックリナガゴミムシPterostichus haptoderoidesJ'apanensis LUTSHNIK
吉野川河口付近右岸 (3 exs., 6. VII i999, YK; 1 ex., 26. IX. 1999, YK)
コホソナガゴミムシPterostichus tonginquus BATES
吉野川河口付近右岸 (1 ex.,26. IX. l999, YK)
コガシラナガゴミムシPterostichusmlcrocep1lalus (MOTSCHULSKY)
吉野川河口付近右岸 (3 exs.,26. IX.1999, YK)
タンゴヒラタゴミムシPlatynus leucopus (BATES)
吉野川河口付近右岸 (1 ex., 6. VII i999, YK; 1 ex., ditto, det. N. ITO)
オオマルガタゴミムシAmara gigantea(MOTSCHULSKY)
吉野川河口付近右岸(l ex.,26. IX.1999, YK)
マルガタゴミムシAmara chalcites DEJEAN
吉野川河口付近右岸(7 exs.,6. VII i999, YK;2 exs., ditto, det. N. ITO;3 exs.,26. ]X.1999, YK)
コアオマルガタゴミムシAmara chalcophaea BATES
吉野川第十堰一 名田橋左岸(3 exs.,3. V.1999, YK;2 exs., ditto, det. N. ITO)

Amara congrua MORAW「「Z
吉野川河口付近右岸(2 exs.,6. VII i999, YK, det. N. ITO)
オオホシボシゴミムシAnisodactylus sadoensis SCHAUBERGER
吉野川第十;l程一 名田橋左岸(1 ex.,6. IV.1999, TW, det. N. ITO)
吉野川河口付近右岸(l ex.,6. VII i999, YK, det. N. ITO;2 exs.,26. IX.1999,YK)
ウスアカクロゴモクムシHarpalus sinicus HOPE
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK, det. N. ITO)
アカアシマルガタゴモクムシHarpalus tinctuht.s BATES
吉野川河口付近右岸 (3 exs.,2. V. l999, YK)
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キイロチビゴモクムシAcupalpus lnornatus BATES
吉野川第十堰一名田橋左岸 (1 ex.,3. V. 1999, YK)
ミドリマメゴモクムシStenotophus di f icilis (HOPE)
吉野川第十堰一名田橋左岸(1 ex.,6. 「V. l999, TW;1 ex.,3. V.1999, TW, det. N. ITO)
吉野川河口付近右岸(1 ex.,2. V.1999, YK, det. N. ITO;1 ex.,6. VII i999, YK)
マメゴモクムシSteno1ophus fu1、'loomis BATES
吉野川河口付近右岸(l ex.,6. VIL1999, YK, det. N. ITO)
ノグチアオゴミムシLithochlaenius noguchii (BATES)
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK)
トックリゴミムシLachnocrepisprolixa (BATES)
吉野川河口付近右岸(2 exs.,26. IX.1999, YK)
チャバネクビナガゴミムシ0dacantha aegrota (BATES)
吉野川第十堰一 名田橋左岸(l ex.,6. rv.1999, Tw)
吉野川河口付近右岸(2 exs.,26. ]X.1999, YK)
フタモンクビナガゴミムシArchico11iuris bimaculata nipponica HABU
吉野川河口付近右岸(3 exs.,26. IX.1999, YK)
スジミズアトキリゴミムシApristus grandis ANDREwES
吉野川河口付近右岸(3 exs.,6. VII i999, YK;2 exs.,26. IX. l999, YK)
アオヘリホソゴミムシDryptaJ'aponica BATES
吉野川河口付近右岸(2 exs.,26. IX.1999, YK)

ガム シ科 HYDROPHII IDAE
セマルガムシCoetostoma stultum (WALKER)
吉野川河口付近右岸(l ex.,6. VII i999, YK)
コケシガムシCercyon aptus SHARP
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK;2 exs.,4. V 2000, YK)
フチトリケシガムシCercyon dux SHARP
徳島市沖ノ州海岸(1 ex.,4. V 2000, YK)

No. 103 (Dec 2002)

エンマムシ科 HISTERIDAE
ハマベエンマムシHypocaccus varians  (SCHMIDT)
吉野川第十堰一 名田橋左岸(2 exs.,6. rv. l999, ss)
吉野川大橋下中州(2 exs.,5-6. IV.1999, SS, [BT])
吉野川河口付近右岸(1 ex.,5. IV. l999, SS;12 exs.,6. VII i999, YK;2 exs.,26. IX.1999, YK)
徳島市沖ノ州海岸(1 ex.,4. V 2000, YK)
ツヤハマベエンマムシEopachy1opus rlpae (LEWIS)
吉野川河口付近右岸(3 exs.,6. VII i999, YK)
徳島市沖ノ州海岸(5 exs.,4. V 2000, YK)
クロチビェンマムシCarcinopspumilio (ERIcHSON)
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. vn.1999, YK)

ハネカク シ科STAPHYLINIDAE
ユミセミゾハネカクシThinodromussericatus (SHARP)
吉野川河口付近右岸(2 exs.,26. IX. l999, YK, det. T. ITO)
ヤマトニセユミセミゾハネカクシThinodromusJ'aponicus (CAMERON)
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吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX. 1999, YK, det. T. ITO)
ニセユミセミゾハネカクシCarpelimus vagus (SHARP)
吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX. l999, YK, det. T. ITO)
クロヒメカワベハネカクシPlatystethus operosus SHARP
吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX. l999, YK, dot. T. ITO)
クロズマグソセスジハネカクシ0xytelus bengalensis ERIcHsoN
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK, det. T. ITO)
ホソフタホシメ ダカハネカクシ Ste,tus al ietlus SHARP
吉野川河口付近右岸(l ex.,26. IX.1999, YK, det. T. ITO)
コクロメダカハネカクシStenusmelanarius verecundus SHARP
吉野川河口付近右岸(l ex.,6. VII i999, YK, dot. T. ITO)
徳島市沖ノ州海岸(l ex.,21. Vll 2000, YK, det. T. ITO)

StenMSJaponiCMS SHARP
吉野川第十堰一 名田橋左岸(1 ex.,6. IV. l999, TW, det. T. ITO)
吉野川河口付近右岸(2 exs.,5. IV. l999, TW, det. T. ITO; l ex.,26. IX.1999, YK, det. T. ITO)
アオバアリガタハネカクシPaederus fuscipes (CURTIs)
吉野川第十堰一 名田橋左岸(2 exs.,6. Iv.1999, TW)
吉野川河口付近右岸(2 exs.,5. IV. l999, SS;1 ex.,6. VII i999, YK;2 exs.,26. IX.1999, YK)

Medonpubeculus SHARP
吉野川河口付近右岸(1 ex.,2. V.1999, YK, det. T. ITO;5 exs.,6. VII i999, YK, det. T. ITO;1 ex.,26. IX
1999, YK, det. T. ITO)
徳島市沖ノ州海岸 (1 ex.,21. VII 2000, YK, det. T.I TO)
チビクビボソハネカクシScopaeus virilis SHARP
吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX.1999, YK, det. T. ITO)
アカバナガハネカクシLathrobium dlgnum SHARP
吉野川河口付近右岸(2 exs.,6. VII i999, YK, det. T. ITO)
キアシナガハネカクシLath,obium patlipes SHARP
吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX.1999, YK, det. T. ITO)

Lathrobium ishiharai HAYAsHI
吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX.1999, YK, det. T. ITO)
ウスアカバホソハネカクシ 0 thius medius SHARP
吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX. l999, YK, dot. T. ITO)
ヒメホソコガシラハネカクシPhi1onthuswuesthoffi BERNHAUER
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK, dot. T. ITO)
ドゥバネコガシラハネカクシPhi1onthus cunctato r SHARP
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK, det.T. ITO;1 ex.,26. IX.1999, YK, det. T. ITO)
ホソチャバネコガシラハネカクシRabigusbrunnico11ls (HocHHUTH)
吉野川河口付近右岸(6 exs.,26. IX.1999, YK, dot. T. ITO)
アカウミベハネカクシCafius rufescens SHARP
吉野川河口付近右岸(3 exs.,6. VII i999, YK, det. T. ITO)
ウミベアカバハネカクシPhucobius simulator SHARP
吉野川河口付近右岸(l ex.,2. V. l999, YK;2 exs.,6. VII i999, YK;3 exs.,4. V 2000, YK;6 exs.,26.
IX. l999, YK)
徳島市沖ノ州海岸(7 exs.,4. V2000, YK)
クロヒメキノコハネカクシSepedophilus varicornis  (SHARP)
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吉野川河口付近右岸(l ex., 26. IX. 1999, YK, det. T. ITO)
ムクゲヒメキノコハネカクシSepedophihis germanus  (SHARP)
吉野川河口付近右岸 (2 exs.,6. VII i999, YK, det. T. ITO)
クロズシリホソハネカクシT,achyporus cetatus SHARP
吉野川河口付近右岸 (9 exs.,6. VII i999, YK, det. T. ITO;1 ex.,26. IX.1999, YK, det. T. ITO)

ク ワガタムシ科 LUCANIDAE
コクワガタ Macr,odorcas recta (MOTSCHULSKY)
吉野川河口付近右岸(l ♀.,26. IX. l999, YK)

コメ ツキムシ科ELATERIDAE
クロクシコメ ツキ Melanotus seni l is  CANDEZE
吉野川河口付近右岸(l , 3. V. 1999, YK, det. T. KIsHn et coll )
カタモンチビコメツキPronegastrMshumeralis  (CANDEZE)
吉野川河口付近右岸(l ex.,26. IX.1999, YK, det. T sHn;1 ex., ditto, T. KlsHn co11)
コハナコメツキParacardiophoruspu11atus (CANDEzE)
吉野川河口付近右岸(1 ex.,5. IV. l999, SS, det. T. KIsHn;1 ex., YK, det. T. KlsHn et coll )
アカアシコハナコメツキParacardiophorus sequens (CANDEzE)
吉野川河口付近右岸 (1 ex., 5. IV. 1999, SS, det. T. KlsHn et coll )
吉野川大橋下中州 (1 ex., 5-6. IV. l999, SS, [BT])

ケシキスイ科NmDULn)AE
カタベニデオキスイUrophorus humeralis (FABRIcrUs)
吉野川河口付近右岸(1 ex.,26. IX.1999, YK, dot. N. NARuKAwA)

キスイムシ科CRYPTOPHAGIDAE
ナガマルキスイAtomaria punctatissima RErrTER
吉野川河口付近右岸 ( l ex.,5. V 2000, YK, [BT], det. N. NARuKAwA)

テン トゥダマシ科ENDOMYCHIDAE
キドマルテントゥダマシBystodeskidoi SAsAJI
吉野川河口付近右岸(1 ex.,2. V.1999, YK, det. N. NARuKAwA etcoll )
ヨツボシテントゥダマシAncytopuspictus WIEDEMANN
吉野川河口付近右岸 (3 exs., 6. VII i999, YK; 3 exs., 26. IX. 1999, YK)

テン トゥムシ科COCCINELLIDAE
セスジヒメテントゥNephuspatagiatus(LEWIS)
吉野川河口付近右岸 (l ex.,2. V.1999, YK, det. N. NARuKAwA)
ナナホシテントゥCoccineua septempunctata LINNE
吉野川河口付近右岸 (1 ex.,5. Iv.1999, SS)

ヒ メマキム シ科 LATHRIDm)AE
クロオビケシマキムシCorticaria ornata REI r rER
吉野川河口付近右岸 (2 exs., 6. VII i999, YK, dot. N. NARuKAwA)

- 11
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ゴミ ムシダマシ科TENEBRIONIDAE
ニセハマヒョウタンゴミムシダマシ Idisia vestita MARSEUL
吉野川河口付近右岸(l ex.,26. IX.1999, YK)
ヤマトスナゴミムシダマシGonocephalum coenosum KAszAB
吉野川河口付近右岸(l ex.,26. IX.1999, TK)
オオスナゴミムシダマシGonocephalumpubens MARSEUL
吉野川河口付近右岸 (2 exs.,4. V 2000, YK;6 exs., 4-5. V 2000, YK, [BT])
徳島市沖ノ州海岸 (4 exs.,4. V 2000, YK)
ホソハマベゴミムシダマシMicropedinus algae LEWIS
吉野川河口付近右岸 (19e xs.,6. VII i999, YK;1 ex.,26. IX. l999, YK)
クロズハマベゴミムシダマシEpiphaleria atriceps LEWIS
吉野川河口付近右岸(23 exs.,6. VII i999, YK;1 ex.,26. IX. l999, YK)

ハム シダマシ科 LAGRm)AE
スジコガシラハムシダマシ Heterotarsus carinuta MARSEUL
吉野川河口付近右岸(1 ex.,6. VII i999, YK;1 ex.,26. IX. l999, YK)

第103 号 (2002 年12月)

アリモ ドキ科ANTHICIDAE
ホソアシチビイッカクMecynotarsus tenuipes CHAMPION
吉野川大橋下中州(l2 exs.,5-6. IV.1999, SS, [BT], det. N. NARuKAwA)
ツノボソチビイッカクMecynotarsusnlponicus LEWIS
吉野川河口付近右岸(l ex.,26. IX. l999, YK, det. N. NARuKAwA)
ホソクビアリモドキF,ormicomus braminus LAFERTE
吉野川河口付近右岸(l ex.,6. VII i999, YK;5 exs.,26. IX.1999, YK)
ケオビアリモドキAnthetephila cribriceps (MARsEUL)
吉野川河口付近右岸(3 exs.,6. VII i999, YK;6 exs.,26. IX. l999, YK)
ヨツボシホソアリモドキPseudoteptateus 、,algipes MARsEUL
吉野川第十堰一名田橋左岸(1 ex.,6. IV.1999, TW;1 ex.,3. V. 1999, TW)
吉野川河口付近右岸(6 exs.,6. VII i999, YK;5 exs.,26. IX. l999, YK)
コクロホソアリモドキAnthicuspi1osus MARsEUL
吉野川河口付近右岸(3 exs.,6. VII i999, YK;2 exs., ditto, det. N. NARuKAwA;1 ex.,26. IX. l999, YK)
ク ロホソアリモ ドキ Anthicus baicalicus MULsANT
吉野川河口付近右岸(6 exs,6. VII i999, YK;1 ex, ditto, dot N. NARuMwA;2 exs,

困26. I X. l999, YK)
ムナグロホソアリモドキSapintus co11aeres (LEWIS) : a

吉野川河口付近右岸(l ex.,6. vII i999, YK) .

・ .、

^

- 、  ・ 量ソウムン科CURCULIONIDAE ' - - '

ワモンヒョウタンゾウムシSympiezomias iewisi (RoELoFs) 上業 (
, 理

吉野川第十堰一名田橋左岸 (1 ex・,3・ V・ l999, YK, det・ Y・ SAW - 学 化学 反応有機イヒ 諸u座卒
子供 ( l早, 1 ) を育果の傍ら甲<文献>
虫屋に転向. 大阪湾を中心に, 海

上野俊一他(1985) 原色日本甲虫図鑑(n)・ 浜 . 河口汽水域の甲虫相調査を手
大平仁夫他(1974) げんせい29:21-27・ がけてぃる 脊椎動物の死体やそ
大平仁夫(1985) げんせい45:7-8・ こに集まる甲虫も興味の対象.
環境庁(1979) 第2回自然環境保全基礎調査動物分布調査報告書 (昆虫類) : 1-60.
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河野仁一郎(1965) とく しま虫の国6(1 ): 1-3.
河野仁一郎(l979) 徳島昆虫5:30L-41.
黑澤良彦他(l985) 原色日本甲虫図鑑(m).
黒田祐次(l995) 徳島昆虫7:23-25.
黒田祐次(2000) 徳島昆虫 l l :28-30.
果瀬司他(1 999) 昆虫類の多様性保護のための重要地域 第1 集: 86-87
MAsuMoTo. K. (1985) ELYTRA 12(2):27-37.
山崎秀雄(1984) 甲虫ニュース66:8.
吉田正隆他(1996) 徳島昆虫8:15-l7.
和田恵次他(1996) WWF Japan Science Report Vol.3: 105.

大阪湾沿・岸からのヒメハネカクシ属5種の記録

河上康子
〒56 826 高観市寿町2 丁日30-9

No lO3 (Dec 2002)

筆者は1996年~ l998年, 大阪湾沿岸地域における海浜と河口の甲虫相調査を共同で行い, その記
録の一部として, 5種のヒメハネカクシ属Atheta 計20個体を, 大阪府と兵庫県の海浜5地点で確認し
た (河上・ 稲畑, 2000). 同定頂いた丸山宗利氏によると, これらはいずれも原記載あるいは沢田高
平博士らによる一連の研究 (SAwADA, 1971 etc.;Yosn & SAwADA, l976) 以降, ほとんど記録のな
い種であるとのことなので, ここに報告する. 採集はすべて河上, 同定とコメントは丸山氏による.
標本は北海道大学農学部に収蔵されている. 採集環境はいずれも, 砂浜に打ち上がったごみや海藻,
魚の死体下などであり, 昼間にルッキングで採集した.
同定と標本写真撮影の労を頂き, 多くのご教示と共に記録の公表を薦めて頂いた丸山宗利氏に深
謝申しあげる.

<採集データ >
Atheta (Psammostiba) hi11eri (WEIsE) (和名なし) (図1 )
大阪府岬町長松海岸(2exs., l t. Iv. l998)
大阪府岬町豊国崎(2exs.,12. rv. l998)
大型種で, 西日本に普通な海岸性種. 春と晩秋, 砂浜に打ち上げられた海藻の下に見られる

Atheta (Notot1iecta) reitteriana (BERNHAUER) (和名なし) ( 図2 )
兵庫県神戸市須磨浦(5exs.,28. IX.1997)

Atheta spp.
1 . A hil ler i
2 . A re加o n'a na

3. A almmenta na
4. A tokiokai
5. A. u hie

.

、
、

、
・
・

ノ
ー
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-
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海岸以外でも採集され, 少なく とも関西地方では普通種

第103 号 (2002 年12月)

Atheta (Atheta ) atramentaria (GYLLENHAL) (和名なし) ( 図3 )
大阪府岬町豊国崎(lex.,12. rv.1998)
海岸以外にも様々な環境に見られる, 各地に普通な種. 旧北区一帯に広く分布する

Atheta (Badura) tokiokai (K. SAwADA) (和名なし) ( 図4 )
兵庫県明石市明石松江海岸(lex.,21 . x.1997)
兵庫県神戸市舞子浜(lex.,21. Ix.1997)
大阪府岬町長松海岸(2exs., l t. rv. l998)
大阪府岬町豊国崎(4exs.,12. rv.1998)
微小種. 春先と晩秋. 砂浜に打ち上げられた海藻やゴミの下に見られる

Atheta (H,a1ostiba) ushio (K. SAwADA) (和名なし) ( 図5 )
兵庫県神戸市須磨浦(2exs.,23. xn.1997)
本亜属には2種が知られ, 両方とも海岸性種である. 前種よりやや大型であり, 上翅がかなり長い
特徴がある.

く文 献>
河上康子・ 稲畑意昭2000. 関西甲虫談話会資料No.l6:l6-17.
SAŴD・, K. l971 . Publications of the Soto Marine Biological Laboratory,18(5):291-315.
Yosu, R. & K. SAW_ . l976. Contributions from the Biological Laboratory Kyoto University,25(l ): l l -140

虫屋の広場 (39)
地域別総合甲虫目録
◎都道府県単位目録

[和歌山県]
的場績(2001) : 和歌山県産甲虫類既報の整理訂正と追加5, KINOKUNI, (59):25-32 [117種].
(総合計) [l ie科,  2922種]

[青森県]
黒石市教育委員会(2001) :  「山谷文吾氏寄贈昆虫標本日録」,  130 PP. コウチュウ目: 39-88.
[種数不詳] (県外の標本もかなり含む)

[東京都]
束京都環境保全局(l998) :  「束京都の野生生物種目録」, l27 PP.   昆虫類: 渡辺泰明ら(4名).  コ
ウチュウ目: (本土部),  52-61 [23科, 1130種].  (伊豆諸島),  95-101 [18科, 594種].  (小笠原諸
島), 107-111 [44科, 315種].  (合計) [1612種]

- 島 と本土とを区分してリストされている反面, 特に本土のリストは科の取上げ方に偏り
があり, 担当者の精査できた分野だけに限定されているようで, 他府県のリストとの比較が難し
いし, 物足りない思いは否めない. 更に充実したものが望まれる. (水野弘造)

[岩手県]
岩手県生活環境部自然保護課(2001), 「岩手県野生生物目録」, 492 pp昆虫類; 奥俊夫ら(6名):
lOci-433.   コウチュウ目:156-253 [106科,  2719種]

[神奈川県]
平野幸彦(2001), 続・ 神奈川県の甲虫XXI, 神奈川虫報,  (l36):1-8 [+58種].  (総合計)[4028種]
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ー ついに4000種達成の偉業の発表があった. 編集子としても心よりお祝い申しあげたい. 実
際にやってみて分ることであるが, この種の仕事は労のみ多く, 報いは全く無いわけで, 個々 の
標本の同定から記録の吟味など時間を浪費し,  しかもかなりの知識がなければなし得ない作業で

ある. 平野幸彦氏という無欲で無類の虫好きの存在があってはじめて47都道府県のトップを切っ
て神奈川県がこの栄誉を手にできたのである.
最近, 子孫に残すべき環境の議論が喧しいが, 単に良い環境を残しさえすれば可とすべきでは
なく , ファウナやフローラその他もろもろのデータが付いた環境でなければ受け取る子孫もそれ

を保全維持しようという意欲は涌かないであろう . アマチュア甲虫愛好家から, 平野氏に続く人

材の輩出を期待したい.
[鹿児島県]
鹿児島県立博物館( l994), 「鹿児島県立博物館収蔵資料目録」第m集.コウチュウ目 ; 鼓島拓人:
368-449 [58科, 787種] (他県産も含む)

[沖縄県]
束清二ら(8名) (2002), 「增補改訂 琉球列島産昆虫日録」 (沖縄生物学会), 570 pp+24 Pit. コ
ウチュウ目:159-284 [103科,  2856(亜)種](鹿児島県に属するトカラ以南の島l良も含む)

◎複数市町村を包含する, やや広い地域の目録
01 . 青森県下北半島
福田彰ら(6名) (2001 ),  下北丘陵の無脊椎動物, 「下北丘陵の自然一下北丘陵自然調査報告一」
(青森県立郷土館調査報告第45集, 自然一5,  111 pp),   73-100, コウチュウ目:78-89 [35科,
342種]

02. 長崎県島原半島
今坂正一(2001),  島原半島の甲虫相3,  長崎県生物学会誌,  (52): 56-73 [27科,  293 種]. (合
計) [88科,  l309種]  {cf. (50):125-170[34科,  665種].  (51):19-39 [27科,  351種]}.

03. 広島県・ 島根県江の川水系

中村慎吾ら(3名) (2001), 江の川の昆虫類,  ホシザキグリー ン財団研究報告(5): 17-114.  コウチ
ュウ目: 51-82.  [49科,  558種] (廣島・ 島根県を含む) (水野弘造)

[新刊 ・ 創刊の紹介]
◎藤岡昌介(2001), 「日本産コガネムシ上科総目録」 , KOGANE Supplement 1 ( コガネムシ研究会),

293 pp.
- 日本国内の現時点における完璧なチェックリストとして,  9科,  428種,  137亜種を網羅する.

現生種のみならず, 化石種, 偶産種, 疑問種に互る広範囲の 「総目録」 であり, 今後の基準書となる
ことは間違いない. 関連文献リストも60べ一 ジを占め, 索引もっけられており, ハードカバーの豪
華な製本となっている. わずかの年会費の納入に対して出版費の請求も来なかったので, 著者の負
担による刊行と思われる. この不景気に予想外の快挙である. (水野弘造)

◎山口むしの会, 「山口のむし」創刊号(2002.V), A4判, 83 pp.
- 周南昆虫同好会ほか山口県内の昆虫同好会が発展的に団結してこの新しい会を結成された模様

で, 会誌創刊号には地域同好会として将来への意欲があふれている. 甲虫関係の記事では, 田中馨
氏らによる寂地山彙のリストほか数篇, いずれも力作が誌面を賑わせている. 今後の堅実- 順調な
発展を願つてやまなぃ.
連絡先: 〒759-0207 字部市厚南7区平和町, 後藤和夫方.
TEL.0836-41-1164. FAX.0836-41-1177. E-mail: gotoh@h6.dion.ne.j (水野弘造)
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日本鞘翅学会との合同大会の詳細については次号で報告の予定ですが, 非常な盛会のう ちに終わ り
ました. 諸スケジュールの消化について心配していたのですが, 大きなミスもなくほぼタイムスケジ
ュール通り運営出来たことは, 今後の大会開催について大きな転機になるものと思います.

“ねじればね” 原稿作成の要領

ねじればね” の原稿は昆虫学評論の原稿作成要領に準ずる と していますが, 編集体制の再編と
ともに見直す必要に迫られています.  さしあたって下記の点をお含みの上, 原稿を作成してご投稿
下さい.

1 . 原稿はパソコンまたはワープロで作成し, 必ず打ち出し原稿を2 部 (一部はコピーで可) 付け
て下さい.

2 . 電子メールで投稿される場合も, 別便で打ち出し原稿を必ず郵送して下さい.
3 . 出来れば原稿を打ち込んだフロッピーディスクを付けて送って下さい. その場合, 文書はテキ
スト化したものを入れて下さい. テキストはもっとも単純な,  'テキストのみ' という処理にし

て下さい.
4 . 写真, 図は堅い台紙 (l80Kのケント紙以上の厚みのある) に貼り付け, カバーを付けて提出
して下さい. 天の方向に矢印をして, 第何図かを明記して下さい. 返却希望される場合は '要返
却' と朱書して下さい.
5 . 種名, 人名, 文献など欧文打ち出しの場合において, 大文字だけで打ち出さないようにして下

さい. 人名も大文字は, イニシアルだけに使用して下さい. (運営委員会)

発 行 : 2002. l2.30. 日本甲虫学会 (会長 佐々治寛之)
(本部) 〒546-0034 大阪市東住吉区長居公園 1-23 大阪市立自然史博物館・ 昆虫研究室気付

振替口座: 00990-8-39672 URL: http://www.mus-nh.city.osakaJp/Jcs.htm1
Tel: 06- 6697 -6221 Fax: 06-6697-6225 E-mail: shiyake@mus-nh.city.osakajp

ねじればね原稿送付先 (和文, E-mailでの投稿を歓迎します)
伊藤建夫 〒614-8371  八幡市男山雄徳8 E7-303 Tel.(Fax)075-983-3491

E-mail: itokyoto@gb3.so-net.nejp
保科英人 〒910-0017  福井市文京3-9-1  福井大学教育地域科学部地域環境講座

Tel: 0776-27-8692 E-mail: hhoshina@edu00.f-edu.fukui-u.ac.jp
水野弘造 〒611-0002 宇治市木幡熊小路19-35 Tel.(Fax) 0774-32-4929

E-mail: kzmizuno@oak.ocn.nejp
入会及び会費問合せ先 (年会費5,000円, 入会金は不要)

野村英世 〒590-0144 堺市赤坂台1-18-5 Te l. 0722- 98-4 066

昆虫学評論原稿送付先 (英文) (昆虫学評論参照)
安藤清志, 芦田 久, 林 靖彦

- 16 -


